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プロジェクト４年目終了を目前にして自身の活動を中心に振り返りつつ、これからについても考えてみたい。まずは、プロジェ

クトの命題でもあるブランディングの観点から。今更であるが、KUMPの目的は医用高分子の研究が関西大学の特色のひとつ

であることを広く知ってもらうことにある。プロジェクト内で行った研究成果が画期的な治療手段として利用されれば分かりや

すいが、なかなか容易いことではない。KUMPをきっかけに大阪医科大学との連携が活発化し、多くの共同研究が実施される

ようになった。臨床医の先生方と話をしていると医療現場に数多くの高分子材料が存在していることを認識されている反面、高

分子科学があまり浸透していないことに気づく。エンドユーザーに医用高分子の中身を知ってもらわなければ、我々の研究成果

が世の中に知れ渡る機会が半減してしまう。まずはこの絶好の機会を逃さぬためにも、医用高分子研究の可能性を熱く伝え、確

たる実験証拠を蓄積しながら目標に向かって歩みを続けることが大切であろう。

人材育成が大学の本分であることは言うまでもなく、KUMPでの活動を通じ医療分野の発展に資する人材を輩出することも

KUMPの目的と言えよう。だが、これも一筋縄ではいかない。筆者が所属する学科では３年次の秋学期に学生が卒業研究を行

う配属先がおおかた決定し、学部生のおよそ半数が大学院に進学を希望する。研究室での活動は大学生活の総まとめとも捉える

ことができ、それまで座学で学んだことを活かしつつ、未知の課題に挑む。実体験型RPGとも言えよう。しかし、多くの学生

は結果がどうなるかわからない研究をはじめると途端に不安そうな顔をする。わからなくもないが、この状況をポジティブに捉

え、未知の世界を切り拓く面白さを体感して欲しい。そのためには土台となる基礎知識と膨大な実験が必要になる。長年続いて

いる研究は別として最初から思い通りに進む研究はほとんどない。しばしば陥る難境に屈しない強靭な体力と精神力を維持する

ために、研究に対するモチベーションが必要になる。先にも述べたように、医療材料の研究において実施した研究が直ちに実用

化されることはほとんど期待できない。このような研究の特質を理解していた恩師は「バイオマテリアル研究を通じて科学の歴

史に名前を残そう！」と私を常に励ましてくれた。今も「やっちゃん、最近、論文書いている？」と発破をかけてくださる。ま

さしく、これが筆者のモチベーションになっている。自らの軌跡を残せることを貴重と思える価値観を学生と共有したいと強く

願っている。

最後は、「研究」。ニーズを感じながら面白いシーズを数多く生み出すことがプロジェクトのアクティビティーを表現するうえ

で最も大切な要素になると考えている。面白い研究成果を発信すれば反響は自然と大きくなる。勿論、簡単ではない。このグロー

バル社会においてありとあらゆることが世界中で展開されている。研究の面白さは斬新な発想のうえに成立し、他人が手を出し

ていないこと（モノ）に挑戦しなければならない。とかく他人のやっていることは面白く見え、研究にもトレンドがある。私自

身もそういうものに流される傾向（流行に乗る）にあるが、やはり独自性に富む研究を自己満足に陥らないようにしながら信念

を持って続けていきたい。幸い筆者が師事した先生の全てが新たな治療技術を生み出す高いポテンシャルをもつ医用高分子を臨

床に送り出している。その姿を間近に見てきた筆者も近い将来材料側から世の中に貢献し、ひいてはKUMPを具現化する何か

を残したいと考えている。
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本号には高分子（材料）研究の特集が組まれている。今年は、1920年にシュタウディンガー（1953年ノーベル化学賞）が、

ドイツ化学会誌に "Über Polymerisation" というタイトルで「高分子説」を発表してから100年目に当たる。また、「高分子」

1月号には特集が組まれ、高分子科学界を代表する著名な先生方による座談会「次の100年に向けた高分子説100周年座談

会」などの記事が掲載されている（本プロジェクトの宮田先生の寄稿もある）。座談会には、日本バイオマテリアル学会・高分

子学会の会長を務められた片岡一則先生も参加され、生命科学やバイオマテリアル、人工臓器に関しても話題となっている。ま

だ読まれていない方は是非ご一読されることをお勧めする。高分子化学に大した貢献もしていない筆者のような者が、高分子説

100年について何かを語るのは大変おこがましいが、少し前に本（「化学者たちの京都学派：喜多源逸と日本の化学」古川安、

京都大学学術出版会、2017）を読んで感じたことと合わせて少しだけ書いておきたい。

現在、私たちの身の回りにはプラスチックなどの高分子物質が溢れており、高分子が「発見」されてから、たかだか100年

しか経っていないというのは意外に思われるかもしれない。1920年当時はコロイド化学が隆盛で、「高分子」という概念はな

く、今では高分子とされているものは、低分子が物理的な力で会合したものであるという説（会合説＝低分子説）が主流であっ

た。しかも、「高分子説」は発表後、すぐに受け入れられたわけではなく、1930年代に入っても論争が続いていた。では、今でい

う高分子材料は存在しなかったのかというと、そうではない。繊維（木綿、絹）、天然ゴムはもちろん、合成ゴム（ポリイソプレン）、

セルロースやそれをアセチル化した酢酸セルロースは工業用材料として利用されていたし、再生セルロース（レーヨン、人絹）

の工業生産も開始されていた。しかし、それらの妥当な分子量は分かっていなかったのである。私の出身研究室は、元をたどれ

ば、日本の高分子化学の興隆期を築いた第一人者である桜田一郎先生に行き当たる。その桜田先生も当時は「低分子説」派とし

て、シュタウディンガーらと論争を繰り広げていたという事実は大変興味深い（前掲書）。論争を経ながら高分子説が受け入れ

られ、有名な粘度式（Kuhn-Mark-Houwik-Sakurada 式）などに結実していくプロセスは多くの示唆に富んでいる。いつの時

代も、新しい概念は簡単に受け入れられないが、事実に対して真摯に向き合い、真理を極めていくことによって、正しいところ（真

実）に落ち着く。建設的で客観的な議論が科学の深化に必要であり、誤ることがあっても、それを謙虚に認めて前に進めば偉業

を成すことも可能である。また、既に目の前で使用されている「高分子物質」の性質を注意深く見極めることから、「高分子説」

や高分子科学が誕生した。常に基礎から応用が生まれるのではなく、実用（応用）が先にあって、その原理の探求から基礎（理

論）が生まれることもある。医用材料にも、これとよく似たことが言えるかもしれない。医用材料の黎明期には、なぜうまくい

くのか説明できないけれども実際に使われてきたものも数多い。その実例を前に、何が良くて何がいけないのか、現象をメカニズ

ムにまで掘り下げて探求することで、基礎研究が進展し、そこで明らかになった基礎・原理に基づいて新たな応用が生まれるとい

うことが繰り返されてきた。生体は、我々にとって、まだ分からないことだらけである。人工物を生体に作用させることによっ

て、初めて分かってくる基本原理もあると思われる。同書中では、若き日の福井謙一が、京都大学工学部化学系学科の祖である

喜多源逸に「応用をやるには、基礎をやれ」と言われて、後のノーベル化学賞に繋がるフロンティア軌道理論が、燃料化学科（後

の石油化学科）という応用的な学科で花開いた逸話も紹介されている。本プロジェクトは明らかに応用を志向したものであるが、

我々も、自分の研究を、基礎研究だ、応用研究だとあまり枠に嵌めないで、広い視点から考えることが重要なのであろう。

余談だが、シュタウディンガーの高分子説については、筆者が編集委員を担当した「高分子」2007年 1月号の「高分子科学の過去・現在・未来、高
分子科学のブレークスルー」という特集で、故鶴田禎二先生に「高分子説（1930年ごろ：シュタウディンガー）-ケクレ原理から生まれた巨大分子-」
という解説記事を寄稿していただいた。J-Stageで読むことができるので、これも一読されること勧めたい。
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kobunshi1952/56/1/56_1_6/_pdf
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